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　2008 年に「日本肝胆膵外科学会高

度技能医」の資格とシステムが承認

されました．トレーニングを受ける

フェローにとって，最も大切なもの

は high volume center でのトレーニ

ング，専門医からの指導と本人のや

る気です．しかし今，日本の外科ト

レーニングで最も欠けているのが，

標準的な手術手技のマニュアルつま

り text book of technics in surgery 

がないことです．

　一般的に大学病院の外科や high 

volume center の外科では，その施設

独自の術式がマスターされ，それが

伝承されていきます．フェローに

とって大切なことは，まず解剖を頭

の中に入れ，次いで一般的な高度な

術式を把握することです．

　少しアメリカの消化器外科のト

レーニングの一部を紹介します．ト

レーニングを受ける施設によっても

異なりますが，教官の術式はまちま

ちで，アメリカのレジデントは指導

を受けるその教官の症例を手術させ

ていただくのです（この形式が短期

間での技術向上に非常に役立ってい

るのです）．レジデントは教官が何を

考えどの術式か，術後の抗菌薬など

を，術前に把握しておかなければな

りません．また術中にはいろいろな 

anatomy の質問，また術式に関して

も，この症例では「○○大学の○○

教授の方法がよいね」と尋ねられま

す．この時迷ってはダメです．教官

の術式を遂行しなければポイントを

得られないばかりか二度と「Sur-

geon」としてその教官の症例にメス

を入れるチャンスはありません．専

門医になるには，術者として最終学

年で最小限 400 例が必要です．しか

し 85～95％を本人が手術をしない

と，術者としてカウントされません．

外国人の私達にとってそれは，とて

も大変なことで，アメリカのレジデ

ントがやっているように，私も「解

剖の本」と「Madden」と「Zollinger」

の 2 冊の手術アトラスを用い，術前

にその術式を読み，当日の朝食の前，

6：00 am にパラパラと目を通し，ま

た，手術記事を書く時には，その本

を見ながらディクテーションしたも

のです．

　日本には沢山の術式の報告や術式

が雑誌に紹介されていますが，フェ

ローに必要な手術書は見当らないよ

うに思います．ところが最近（2010 

年 6 月），本書が肝胆膵高難度外科

手術書として発刊されました．

　目次を見てみますと，Ⅰ．肝胆膵

の外科解剖，Ⅱ．基本手技，Ⅲ．偶

発症への対処，Ⅳ．基本手術，Ⅴ．

腹腔鏡下肝膵切除の 5 項目から

なっています．

　消化器外科のトレーニングの上級

生，肝胆膵外科のフェローの先生方

にこの本をぜひともお奨め致します．

いや，指導医の先生方にも必要と思

います．

　まず，消化器外科のシニアレジデ

ントの時，肝胆膵の手術の時，一読

する必要があります．フェローとし

て，手術をさせてもらう時には，そ

の術式を勉強し，そして手術の当日

は朝食の前に野球やゴルフの“素振

り”をするように，該当する項目の

術式を 2～3 回目を通し，手術が終

わってからもその箇所を読んで，マ

スターできなかったところや，気が

付いたところを黄色のマジックペン

でチェックをすることです．手術が

終わってから手術所見，術式を書く

時も，もう一度，目を通してポイン

トとコツを覚え，手術記事を書くこ

とです．

　この手術書が登場したことは，こ

れからのフェローにとって，そして

教官にとっても，唯一の text book 

になることは言うまでもありません．

　老人の言葉を信じて 2 年間この

本を熟読しながらトレーニングに取

り組んでいただけると，あなたは立

派な高度技能医になることは間違い

なしです．

　最後に，リラックスしながらエン

ジョイして下さい．
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